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教育委員会からのお知らせ

豊かな人間性とよりよく
生きる力を育むために
教育委員会は、子どもたちが様々な価値観に触れ、自分の考えを
深める道徳の授業を要とした道徳教育の充実を図っています。
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「おばあちゃんが残したもの」
　主人公の「ぼく」は、おばあちゃんを病気で
亡くして、悲しい気持ちだったが、「おばあちゃん
はぼくの心の中で生きている」と言って、おばあ
ちゃんと過ごした日々を思い出したり、心の中の
おばあちゃんに話しかけていく。

問合せ：済美教育センター　☎03-3311-0021

　 　

　私は小学校で道徳の授業を参観さ
せていただいた際、児童の発達段階
を超える発言や、思いやりのある意
見に感動しました。また、地域の
方々と自由に意見交換する場面を目
の当たりにすることで、子どもの成
長する姿に感動しました。　

　道徳は教科となり、児童・生徒は教科書を通して様々
な場面に居合わせ、いくつもの人生に出会う体験をしま
す。とある教室・学校・家庭での出来事、社会で活躍する
人々、時には日本中、世界へも視野を広げ教科書で多くの
体験をしていきます。「自分ならどう感じる？」「どう考

える？」「どんなふうに話す？」「どう行動する？」答え
は一つではありません。子どもたちは友達の様々な意見を
聴き、自分とは違う思いに触れ、人としていかに生きてい
くかを自ら考え続ける、そんな気持ちを高める授業が大切
になっていきます。
　特定の価値観を児童・生徒に押し付けることなく、先生
方の創意工夫を生かした授業が展開されて、「考え、議論
する道徳」となることに大変期待しています。児童・生徒
の道徳性を養っていくためには、家庭・地域・学校の連携
が不可欠です。ぜひ教科書を話題にし、道徳授業地区公開
講座をはじめとする公開授業へお越しください。

家庭・地域・学校が連携した「考え、議論する」環境づくりを　　伊井　希志子　教育委員

道徳教育の充実 ～考え、議論する道徳へ～特集1

　平成27年 3月に学習指導要領等の一部改正により、従来の道徳の授業が教科化され、「特別の教科　道徳」とし
て新たに位置付けられました。小学校では平成30年度から、中学校では平成31年度から、教科書を使用した授業と
一人ひとりの成長に対する評価を行います。区立学校では、答えが一つではない道徳的な課題に対して、自己を見つめ、
物事を多面的・多角的に考え、他者との議論を通して、自己の生き方についての考えを深める授業を行っています。
　本特集では、学校での授業の様子と教育委員会の取組について紹介します。

教 材

自己を見つめる

亡くなられた方のことで、
覚えていることや心に残って
いることはありますか？

　今までの経験等を思い返し、自分との関わりで考えます。

　自分の考えをワークシートに
まとめることで、自分自身と
じっくり向き合います。

吉川裕人先生
　生命のかけがえのない大
切さや尊さについて考えを
深めつつ、大切な命を失っ
たとしても「悲しい」側面

だけではないことを伝えることがねらいでした。
児童が悲しみを乗り越え、前向きに生きていく
力を育んでいきたいです。

栗山紬さん
　道徳で教科書の
色々な登場人物の気
持ちになって考える
ことが楽しいです。

私も亡くなった優しいおじいちゃんの
ことを思い出し、おじいちゃんみたいな
優しい人になりたいなと思いました。

西山太一朗さん
　亡くなった人の
ことを考える機会
は少ないので、最

初は戸惑ったけど、授業を通して生命
の重さを感じ、大事にしたいと思いま
した。

 授 業
を 終 え て

　宮前中学校では、次年度からの道徳の
教科化に向け明確なねらいをもった授業
づくりを行っています。また、生徒の成
長を評価へ反映させるよう、校内研修や
複数の教員による授業見学等を通して教
員の指導力の向上を図っています。
　生徒たちが安心して自分の意見が言え
るような環境・学級づくりにもつなげて
いくことを目指しています。

萩谷歩美さん
　自分の意見を伝
えるのは恥ずかし
いですが、何度も
伝えることで自信

がついてきました。自分と違う意見
を聞くことも楽しいです。また、授
業での議論をきっかけに仲良くなっ
た友達もいます。

荒巻秀和さん
　社会参画をテー
マにした授業では、
人の役に立つこと

の意義について考えました。地域の
ボランティア活動など身近なところ
から目的を持って参加したいと思う
ようになりました。

宮前中学校の取組

　子どもたちが道徳的な課題について、様々な価値観に触れ、自分や他者とのかかわり
の中でどのように考えを深めたか、その学びの過程や成長の様子を文章で記述します。
　また、数値で評価して他の子どもと比較したり、入試で活用したりすることはしません。

 「特別の
教科　道徳」の評価

 その他  
こんな取組をしています

久我山小学校の授業
　この日の５年生の授業では、生命の尊さについて「おばあちゃん
が残したもの」という教材を通して「亡くなった人が残してくれる
ものって何だろう？」を考えました。

多面的・多角的に考える

「おばあちゃんはぼくの
心の中で生きている」と
言ったのはどんな思いか
らだったと思いますか？

　自分の考えをもとに、「おばあちゃんが残してくれたもの」
について、グループごとに議論を行います。様々な感じ方
や考え方に触れる中で、自分の考えを広げていきます。

　新任の先生を対象にした研修では、全員が自分で行う道徳の授業を考
え、模擬授業※ を行っており、杉並区ならではの取組を進めています。
　子どもの発達段階に応じた明確なねらいをもった授業づくりを学び、
他の教科等にも生かすことができる指導力を高めています。

※ 教員を子どもに見たてて行う授業形式の研修

　家庭・地域・学校が連携して子どもたちの豊かな心を育むとともに、道徳教育の充実を図ることを目的として、
道徳授業地区公開講座を開催し、授業公開と意見交換会を行っています。
　日時等の詳細は、各学校へお問合せいただくか、教育委員会HPで公表していますので、ぜひお越しください。

杉並区　土曜授業 検索

　自己の考えを深める



　学校運営協議会では、各委員が当該校の教育に関わる当事
者として、子どもたちのより良い教育について考え、話し合い
を重ねています。
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　　　学校運営協議会

《委員》

校長（１名）

公募（４名以内）
教育に関心のある、地域に在住、在勤、
在学の委員

校長推薦（４名以内）
円滑な学校運営協議会の推進に当たり、
校長が特に協力を必要とする委員

学識経験者（３名以内）
教育関係の大学教授や弁護士、経営者な
ど、校長の学校運営を専門的見地から支
える委員

保護者・地域の皆さん

杉
並
区
教
育
委
員
会

東
京
都
教
育
委
員
会
　
　
　
　
　

意　　 見

人事に関する意見

委 員 の
任 命

コミュニティ・
ス ク ー ル
の 設 置

学 校

説
　
明

意
　
見

コミュニティ・スクールの仕組み

子どもたちの成長
のために家庭や地
域ができることっ
てなんだろう？

この学校の子どもを
どんな子どもに育て
ていきたい？

学校運営の基本方針に
こんな視点も入れてみ
ては？

コミュニティ・スクールってどんな学校？

　コミュニティ・スクールとは、学校運営協議会が置かれている学校です。学校運営協議会は、保護者や地域の方々など様々
な立場の方が委員となり、校長とともに学校運営の課題や必要な支援内容などについて話し合ったり、校長が作成する学校
運営の基本方針の策定支援を行ったりしながら学校運営に参画しています。

コミュニティ・スクールになって変わったこと

　教育委員会では、家庭・地域・学校が一体となって子どもの学びや成長を共に支える学校づくりを進める上で、基盤と

なるコミュニティ・スクールの取組を平成17年度から進めています。現在、区立小・中学校の７割を超える49校がコミュ

ニティ・スクールとなり、平成33年度までに区立小・中学校全校へ拡大することを目指しています。

　本特集では、コミュニティ・スクールの仕組みや取組について紹介します。

　学校運営協議会が主催する夏のイベントでは、委員に
加え、保護者や地域の皆さん、教員が天沼小学校の教育
を共に考えるワークショップを行っています。　
　前半は教育方針を理解できるような講話や授業体験が
あり、後半はグループに分かれて意見交換を行います。
　今後のより良い学校運営に繋がるよう、参加者のコメ
ントは学校だより等で共有するとともに、協議会での話
し合いに生かしています。

参加者のコメントを
見える化したボード

今年は75名が参加しました

“３C”を具体化するためのキーワードを出し合いました

天沼小学校

 コミュニティ・スクール
～地域と共にある学校づくりの推進～

学校運営協議会の取組

特集2

コミュニティ・スクールではじめたこと　～ 杉並和泉学園 ３つの“C”～

　杉並和泉学園の学校運営協議会では、保護者、地域の方々、教職員とともに「杉並
和泉学園の目指す子ども像」について意見を出し合いました。
　その結果生まれた３つの基本的な考え方を“３C” （Communicate かかわる、
Create 創造する、Challenge 挑戦する）としてまとめ、 “３C”を推進するためのロ
ゴマーク（左図）を作成しました。
　現在“３C”を目指すための家庭・地域・学校の取組目標となる「アクションプラン」
の作成を進めています。子どもにかかわる大人がそれぞれの立
場でできることを共通認識とすることで、当学園を取り
巻く大人の連携を強め、一丸となって子どもたちの
成長を支えていきます。

３Ｃロゴマーク

　次号から、コミュニティ・スクールの校長が登場する連載を開始します。
　コミュニティ・スクールへの理解が更に深まるよう、各校の取組について、
様々な角度から紹介していきます。楽しみにしてください。

新連載の
お知らせ

東原中学校　渡辺宏校長

　委員の皆さんをはじめ地域
の方に授業や行事を参観して
いただく機会が増えました。
　また、協議会に加えて教職
員との懇談会を重ねること
により、教職員自身が地域や
保護者との会話や意見交換を
積極的に行うようになってい
ます。

東原中学校　学校運営協議会　眞下進会長

　地域の代表である、様々な
立場の委員が参画することで、
地域の学校に対する理解が一
層深まり、生徒の職業体験学
習にも商店街等から快い協力
が得られています。今後も先
生が安心して子どもと向き合

うことに専念できるよう、家庭・地域・学校の信
頼関係を築いていきます。

杉並第十小学校　学校運営協議会　伊東冨士雄会長

　協議会が提案・実施した委
員と先生との懇談会で、先生
から提案された学校運営に必
要な支援が実現できました。
協議会内外の対話はとても有
効な手段で、学校との連携が
着実に強まってきていると感
じています。

杉並第十小学校　山口京子校長

　家庭・地域・学校が「対話」
のできるコミュニティ・スクー
ルを目標に、お互いによく知り
合い、多様な考えやアイディア
を出し合うことで、　子どもた
ちの「かがやき」のためにで
きることを一丸となって考え
る土台づくりが進んでいます。

問合せ：学校支援課 学校支援係　☎03-5307-0756



6 すぎなみ教育報 No.230 7すぎなみ教育報 No.230

＜本や情報を探すお手伝い＞

レファレンスサービスのご利用を

ご存じですか？ こんなサービス
読書の秋は、図書館へ！

＜図書館で調べてみよう！＞

●窓口の職員が質問をお受けして
います。どんなことでも、どう
ぞお気軽に！

●図書館内のパソコンでは、新聞
記事や法律情報、百科事典など
のオンラインデータベースを閲
覧できます。図書館利用カード
をご持参の上、窓口でお申し込
みください。

＜図書館ホームページを
使ってみよう！＞

●「ホーム＞レファレンス＞レ
ファレンス検索」のページで、
実際にあった質問を紹介してい
ます。上の 2問に対する回答も
見ることができます。

●質問は、ホームページでも受け
付けています。

　「ホーム＞レファレンス」の申
込みフォームをご利用くださ
い。メールにて回答します。

まだまだあります、ホームページ活用術！
＜パスファインダー（調べ方のガイド）＞
　図書館での本の探し方や便利な
Web 情報などをテーマ別に紹介
しています。印刷するとパンフレッ
トになります。

＜「新着図書お知らせ」機能＞
＜「返却確認メール通知」機能＞
　新刊のチェックや、本の返し忘れ防止に！
　「ホーム＞マイライブラリ」から設定できます。
　※「パスワード登録」が必要です。

★ たとえば、こんな質問が寄せられています！ ★
Ｑ .石井桃子さんが1950年頃に芸術選奨を受賞したときの新聞記事を見たい。
Ｑ .シャボン玉の液を作る際、石けんや洗剤以外に何を入れたらいいですか。　

　杉八小図書館の目標の１つに「児童に本の世界の楽しさ
を伝え、幅広く読書に親しんでもらう」ことがあります。杉
八小では、多様な経験や特技を持ち、楽しいことが大好き
な図書ボランティアの皆さんと目標を共有しながら活動を
行っています。
　ボランティアと学校司書とのコミュニケーションは「交換
日誌」を代々活用しています。交換日誌を通じて、図書館
の目標や双方の想いを共有し、児童のためにやりたい企画
を出し合うことで、信頼関係を築きながら活動の幅を広げ
てきました。

　毎年１２月に行われ
る「スペシャルおはな
し会」では、ボランティ
アの皆さんがプロジェ
クターや音響、創作物
を使用し、まるで本の
世界から物語が飛び出
してくるような、臨場
感あふれる読み聞かせ

を行っています。その様子を見て児童が「自分もやってみ
たい！」と児童館で読み聞かせをするうれしい展開がありま
した。
　学校司書の森永さんは「児童には楽しく読書の幅を広げ、
豊かな心を育んでほしい。そのために図書ボランティアの
皆さんとの連絡調整は大切な仕事です。」と語っています。

連載

ようこそ学校図書館へ

その❹ 杉並第八小学校

問合せ：済美教育センター　☎03-3311-0021

　杉並第八小学校は、学年を超えた保護者同士や
学校と保護者や地域との交流機会が数多くありま
す。図書ボランティアに参加する間口が広く、多く
の地域の方と学校が連携しています。

★左のＱＲコードか
ら、図書館のスマー
トフォン用ページに
アクセスできます。

読書週間のイベントに
ご参加ください！

　10 月 27 日 ( 土 ) ～ 11 月 9 日 ( 金 ) の
読書週間、図書館では様々なイベントを行
い、皆さんをお待ちしています。イベント
の詳細は、10 月中旬に図書館 HP で紹介
します。

●中央図書館は、大規模改修工事を実施するた

め、平成31年度から休館し、平成32年９月

にリニューアルオープン予定です。

●改修後は、調べものゾーンや中・高校生向

けのスペース、親子ですごしたり本を読ん

だりできる屋外スペースなどを作る予定で

す。詳しくは、区HPでご覧になれます。

中央図書館が
生まれ変わります！

図書ボランティアとPTAの
皆さんが中心となり、朝の
読み聞かせや折り紙・工作
教室、手作り「本の福袋」
作成などを行っています。

折り紙・
工作で交流

　図書館は、本好きな人が本を借りるところ…そんな風に思っていませんか。
　本の貸出だけでなく、ちょっとした疑問や、生活の中で困ったことを、本やインターネットの情報で解決す
るお手伝いをしていますので、お気軽に職員におたずねください。 問合せ：中央図書館　☎03-3391-5754

　「子育てについて新たな視点や気付き
を得られるような場」、「仲間と思いを共
有し、日々の活力を得られる場」として、
家庭教育講座を開催しています。平成
30年度の日程は下記のとおりです（時間
は、いずれも午前１０時～正午）。ぜひ一
度、参加してみませんか。（事前申込制）
詳細は、教育委員会HPをご覧ください。

　家庭教育講座を開催
するための支援も行っ
ています。
　また、家庭教育講座
の開催を考えている方
や関心のある方には、
今後の予定などをメー
ルでお知らせしていま
す（不定期）。メール
配信をご希望の方は
メールでお問合せくだ
さい。

問合せ：学校支援課 家庭・地域教育担当　☎03-5307-0759　  gakko-sien@city.suginami.lg.jp

家庭教育講座
～保護者の学びを応援します～

日にち テ　ー　マ 講　　師 会　　場

10/16（火） 生まれてくるってどんなこと？ 元明星学園小学校教諭　　　 川松 泰美 方南会館

10/25（木） 知ろう！見つめよう！子どものからだと心 日本体育大学教授　　 　　　野井 真吾 ウェルファーム杉並

10/29（月）「食育」ってなんだろう？ 食文化研究家　　　　 　　魚柄 仁之助 ウェルファーム杉並

11/13（火） ありのままをうけいれる（ＬＧＢＴ） 行政書士　　　　　　 　　　依田 花蓮 下高井戸区民集会所

11/21（水） 思春期の子どもとどう向き合う？ NPO法人 育て上げネット　　森　 裕子 高井戸地域区民センター

11/29（木） ネット社会と子どもたち 静岡大学准教授　　　　　 　塩田 真吾 セシオン杉並

12/17（月） 子どもの心の発達と親のかかわり 法政大学教授　 　　　　　　渡辺 弥生 西荻地域区民センター

杉並区　中央図書館　改修基本計画 検索

杉並区　家庭教育講座 検索昨年度の家庭教育講座の様子
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運動部門　校庭
○ 長縄グランプリ（雨天延期 12月1日（土））
第一部（１～４年生）午前11時50分から
第二部（５・６年生）午後2時から
※各学校を通じての案内、申込みとなります。
※第二部の開始時刻は変更になる場合があります。

生活習慣部門　体育館　上履き持参
○ 講演会「夢に向かって」　
　 講師：石川　直宏（元サッカー日本代表/FC東京クラブコミュニケーター）
  午前10時～11時10分　開場　午前9時30分　（定員200名、先着順）

○ 健康づくりリーダーの会による　　「子も親も・今この時からの健康づくり」
○ 杉並区養護教諭研究会小学校部会 「健康への関心を高めるための取組」

食育部門　体育館　上履き持参
○ 学校給食の試食会　午前11時30分　先着100食（無料）
試食券配布：午前9時30分　配布場所：体育館内
※講演会聴講者に試食券を優先配布

○ 出前講座 「お箸知育教室」　午後1時15分
対象：小学生（1、2年生は保護者同伴）
※申込みは下記学務課保健給食係まで

○ 食育ゲーム　　　○ 中学生の作品展示

　教育委員会では、５月に新潟で起きた下校中の児童殺害事件を受け、防犯を主な視点として、
区内三警察署と合同で通学路緊急合同点検を全校で実施しました。
　これまでも各小学校では安全対策を目的として、通学路の点検を警察等と合同で実施してい
ますが、今回は、防犯の視点からチェックリストに基づき調査を実施しました。
　また、学区域内のブロック塀の危険
箇所についても確認しました。今後は、

関係部署へ危険箇所の改善を働きかけるとともに、児童に対し
て危険回避の安全指導を行い、点検結果を学校安全マップに反
映していきます。

全区立小学校で通学路緊急合同点検を実施

　子どもたちの体力向上や食を通じて健康な生活を送る能力を培い、総合的に「生きる力」を育むことを
目的に、「運動」「食育」「生活習慣」の 3つの視点から捉えた総合イベントを開催します。

～ からだ力 向上を目指して ～
りょくすぎなみ

ウェルネスDAY
２０１８

問合せ：学務課 保健給食係　☎03-5307-0762

問合せ：学務課 学事係　☎03-5307-0760

※駐輪場：蚕糸の森公園・高南中学校（校庭）
日時：１０月２７日（土）午前９時３０分～午後４時　杉並第十小学校

C◯F.C.TOKYO

◎８月８日に開催された教育委員会において、平成 31・32年度に区立中学校で使用する
　「特別の教科 道徳」の教科書に、東京書籍「新しい道徳」が採択されました。

教育委員会から
のお知らせ

防犯上の危険箇所のチェックリスト （抜粋）

● 子どもが一人になったときに周囲の目（人・車）が少ない 

● 路上に死角があり、犯罪が起きても見えにくい 

● 付近に助けを求められるような住宅等が少ない 

広　告


